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1.ボリューム作成について 

 

iX では、以下の図のとおり、ボリューム・グループ内に共有 NAS ボリューム(SMB/NFS)と iSCSI ボリュ

ーム、ファイバーチャネルボリューム（FC ボリューム）の各論理ボリュームを作成することができます。 
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1-1.ボリューム・グループの作成 

 

論理ボリュームの作成前にボリューム・グループを作成します。 

 
 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”→”

ボリューム・マネージャー”→”ボリューム・グ

ループ”を選択します。 

 

2 “ユニットマネージャ”の”ユニット”の項目

に、この iX で認識されているユニット(S00X

で表示)が確認できます。 

※ CloudyIII iX の場合、筐体毎にユニット

が一つ認識されます。（筐体が一つの場

合は、S000 のみ） 

※ 拡張筐体が 4U の場合は、ユニットは拡

張筐体毎に 2 つ認識されます。（基本筐
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体と 4U 拡張筐体の場合は、S000、

S0001、S0002） 

該当のユニットの□印をクリックして選択しま

す。 

アクションは”新しいボリューム・グループ”を

選択し、名前は”vg00”を選択します。 

その後、”適用する”ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

3 右の様に、既存ディスクのデータを消去する

旨のメッセージが表示されます。 

このユニットは新しくボリューム・グループを

作成する為に、ここでデータを削除しても問

題はありません。 

“OK”ボタンをクリックしてユニットを初期化し

てください。 

 

4 右図のとおり、状態が”フォーマット中”とな

り、初期化が実施されます。 

 

5 初期化が完了しましたら、状態は、”使用中”

と表示されます。 

 

6 左側欄に作成されたボリューム・グループ名

が表示されます。 

各ボリュームを作成する場合は、このボリュ

ーム・グループ名をクリックします。 
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1-2.論理ボリューム作成 

 

 

作成したボリューム・グループに論理ボリュームを作成します。 

ここでは、NAS ボリューム、iSCSI ボリューム、FC ボリュームの各論理ボリュームを作成します。 
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1-2-1.共有 NAS ボリューム作成 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”→”

ボリューム・マネージャー”→”ボリューム・グ

ループ”を選択します。 

 

2 WebGUI の左側にある、”ボリューム・グルー

プ”配下に、作成されたボリューム・グループ

が確認できます。 

※ この例では、vg00 

このボリューム・グループ名をクリックしま

す。 

 

3 WebGUI 右側に”ボリューム マネージャ”メ

ニューが確認できます。 

アクションの項目で▼印をクリックし、”新し

い NAS ボリューム”を選択します。 
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4 次に、NAS ボリュームのサイズを設定しま

す。サイズの指定は以下のどちらかで実施

してください。 

1) 下にあるスライドバーを右側に移動し

て、サイズを決定する。 

を使用してサイズの微調整が

可能です。 

2) 追加の項目に設定するサイズを入力

（単位:GB）します。 

NAS ボリュームのサイズが決定しました

ら、”適用する”ボタンをクリックします。  

5 NAS ボリュームが作成されましたら右の様

に、メッセージが表示され、論理ボリューム

に作成された NAS ボリュームが表示されま

す。 

 

 

1-2-2.iSCSI ボリューム作成 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”→”

ボリューム・マネージャー”→”ボリューム・グ

ループ”を選択します。 

 

2 WebGUI の左側にある、”ボリューム・グルー

プ”配下に、作成されたボリューム・グループ

が確認できます。 

※ この例では、vg00 

このボリューム・グループ名をクリックしま

す。 
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3 WebGUI 右側に”ボリューム マネージャ”メ

ニューが確認できます。 

アクションの項目で▼印をクリックし、”新し

い iSCSI ボリューム”を選択します。 

 

4 次にオプションを指定します。オプションの▼

印をクリックします。 

オプションでは既に作成されている iSCSI ター

ゲットへのボリュームの追加、新規で iSCSI タ

ーゲットを含めて作成することを選択可能です。

表示メニューは以下のとおりです；  

 新規ターゲットを自動作成する - 新し

く iSCSI ターゲットを作成し、そこに新規

作成した iSCSI ボリュームを追加しま

す。 

 Attach to existing alias target0  - 新

規作成した iSCSI ボリュームを選択し

たターゲットに追加します。 

 ボリューム作成のみ - 新規作成した

iSCSI ボリュームはターゲットと関連付

けられません。ターゲットに追加する場

合は構成->iSCSI ターゲットマネジャー

で追加してください。追加したいターゲ

ットを左の一覧より選択し、緑の＋サイ

ンをクリックしてボリュームを追加しま

す。 

ファイル I/O とブロック I/O の違いについて 

iSCSI 及びファイバチャネルターゲットはイニシ

エータに対してブロックデバイスとして機能しま

す。ブロックデバイスは生の 論理ボリュームま

たはフォーマットされた論理ボリューム上のファ

イルとして提供することが可能です。 

ブロック I/O は生の論理ボリュームを提供し、イ

ニシエータから初期化されます。ファイルシステ

ムレイヤが無いので I/O 性能は優れています。 

ファイル I/O はフォーマットされた論理ボリュー

ム上のファイルとして提供されます。この層によ

りデータのキャッシングなどのファイルシステム
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の追加機能が使用できます。初期化しないと、

ファイル I/O はさらなるメリットがあります。現在

の使用方法に最適化した/"組織的書き込み

(ORGANIZED WRITING)/"が使用できます。多く

の場合、キャッシングができることからファイル

I/O は、パフォーマンスが出ることが多いとされ

ています。しかし、複数のハードウエアイニシエ

ータを使用する場合などではブロック I/O の

Read/Write 速度に一日の長があります。 

 ファイル I/O で初期化無し - ファイル

システムは最初の空きブロックを使

用してデータを保存します。SEEK コ

マンドを使用する必要はありません。

ランダムライトでは最高のパフォーマ

ンスを発揮しますが、シーケンシャル

リードが遅い欠点があります。  

 ファイル I/O で初期化 - データの読

み書きをするためにシステムは

SEEK をする必要があります。ファイ

ルシステムは読み出され、更新され

ます。初期化なしの場合より安定して

います。 

 ブロック I/O - データを保存、書き込

むためにシステムは SEEK をする必

要があります。データはハードディス

クに直接保存されます。（メモリーを

使用した書き込み不要） 

※ フェールオーバーの構成を設定する場

合、必ずブロック I/O を指定してくださ

い。 
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5 次に、iSCSI ボリュームのサイズを設定しま

す。サイズの指定は以下のどちらかで実施

してください。 

1) 下にあるスライドバーを右側に移動し

て、サイズを決定する。 

を使用してサイズの微調整が

可能です。 

2) 追加の項目に設定するサイズを入力

（単位:GB）します。 

iSCSI ボリュームのサイズが決定しました

ら、”適用する”ボタンをクリックします。 

 

6 ボリューム作成時に、以下のメッセージが表示されます。内容を確認の上、”OK”ボタンをクリック

します。 

 

7 iSCSI ボリュームが作成されましたら右の様

に、メッセージが表示され、論理ボリューム

に作成された iSCSI ボリュームが表示され

ます。 
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1-3.スナップショットボリューム作成 

 
 

ある時点でのファイルシステムの状態を保存するためにスナップショットを使用します。 

iX では各論理ボリュームに対してスナップショットボリュームを割り当てることができます。 

また、iX のスナップショットは、コピー・オン・ライト“copy-on-write”技術を使用しています。既存の

ブロックに上書きするときに、その新データを別のブロックに書き込みます。それにより新旧両デー

タが保存されます。旧データはスナップショットをマウントしていただけばリード・オンリー・データとし

てアクセス可能です。 

 

※ スナップショット用に確保する領域の容量はスナップショットを取得する間隔全てにおける差分の最

大値を想定して見積もる必要があります。 

 

※ 1 論理ボリュームあたり 最大 10 スケジュール 

※ システムあたり 最大 20 スケジュール 
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1-3-1.スナップショットボリューム作成 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”→”

ボリューム・マネージャー”→”ボリューム・グ

ループ”を選択します。 

 

2 WebGUI の左側にある、”ボリューム・グルー

プ”配下に、作成されたボリューム・グループ

が確認できます。 

※ この例では、vg00 

このボリューム・グループ名をクリックしま

す。 

 

3 WebGUI 右側に”ボリューム マネージャ”メ

ニューが確認できます。 

アクションの項目で▼印をクリックし、”新し

いスナップショット”を選択します。 

※ スナップショットボリュームを作成するに

は、既に NAS ボリュームなどの論理ボ

リュームが作成されていることが前提で

す。 
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4 “ボリュームへの割り当て”の項目で▼印を

クリックし、”ボリューム lv000X に割り当て

る”を選択します。 

※ Lvxxxx は、このボリュームマネージャで

作成されて論理ボリュームの名前を指し

ます。(ここでは lv0000) 

 

5 次に、スナップショットボリュームのサイズを

設定します。 

※ スナップショットのサイズの目安として、

割り当てる論理ボリュームの 10%～15%

程度とします。 

※ 日々の更新量がわかる場合は、その更

新量を計算して設定します。 

追加の項目にサイズを入力(単位:GB)し、”

適用する”ボタンをクリックします。 

 

6 スナップショットボリュームが作成されました

ら、右図の様に、表示されます。 

※ 割り当てられた論理ボリュームには、ス

ナップ欄にチェックマークが付与されま

す。 
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1-3-2.スナップショット取得方法 

 

以下に各共有で設定されてスナップショットの取り扱い方法について説明をいたします。 

 

1-3-2-1 手動で取得する方法 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、”メンテナンス”→”スナップ

ショット”に移動します。 

 

2 画面右側に“スナップショットタスク”メニュー

が確認できます。 

“スナップショットタスク”メニューで、アクショ

ンの状態が の表示であれば、スナッ

プショットボリュームは未使用の状態です。 

また、現在、使用されていない場合は、”開

始時間”の状態は “n/a”となります。 

スナップショットを取得したい場合は、アクシ

ョンの開始ボタン をクリックしてください。 

 

3 スナップショットの取得が完了した場合は、

右の図の通りとなります。 

アクションの状態は の表示に変更さ

れ、開始時間にはスナップショットの取得時

間が表示されます。 

 

4 該当スナップショットボリュームの前にある

印をクリックします。 
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5 該当スナップショットの詳細な情報が表示さ

れます。 

※ 使用法欄には、該当スナップショットの

使用率が表示されます。 

 

スナップショットの内容については、アクショ

ンの ボタンをクリックする（停止するまで）

保持されます。 

※ ボタンを押してスナップショットを停止

するとスナップショットボリューム内のデ

ータは破棄されます。 

 

 

1-3-2-2 手動で停止する方法 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、”メンテナンス”→”スナップ

ショット”に移動します。 

 

2 スナップショット使用中のアクションの状態は

の表示に変更され、開始時間には

スナップショットの取得時間が表示されま

す。 

停止する場合は、 ボタンをクリックしま

す。 

※ ボタンを押してスナップショットを停止

するとスナップショットボリューム内のデ

ータは破棄されます。 

 

3 停止が完了した場合は、右のとおり、アクシ

ョンは の表示となり、開始時刻

は”n/a”となります。 

 

 



 

15 

1-3-2-3 スケジュールを設定して自動的に取得する方法 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、”メンテナンス”→”スナップ

ショット”に移動します。 

 

2 画面左側に、”スナップショット”一覧を確認

することができます。 

該当のスナップショットボリュームをクリックし

ます。 

 

3 画面右側に”スナップショットタスクのスケジ

ュールの作成”メニューを確認することがで

きます。 

ここで、スナップショットを取得するスケジュ

ールを設定します。 

例えば、毎週金曜日の 13:00 にスナップショ

ットを取得し、18:00 に開放する場合、金曜

日の□印をクリックし、スタートとストップの

欄に開始時間と停止時間を設定します。 

※ もし、スナップショットの中身を次の開始

時間まで保持したい場合は、ストップ時

間の欄を空白にします。 

このスケジュールは複数設定することが可

能です。”適用する”ボタンをクリックします。 

 

4 タスクが作成されましたら、右の様に、”スナ

ップショットタスクのスケジュール”メニューに

表示されます。  
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1-3-2-4 タスク・スケジュールの削除 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、”メンテナンス”→”スナップ

ショット”に移動します。 

 

2 画面左側に、”スナップショット”一覧を確認

することができます。 

該当のスナップショットボリュームをクリックし

ます。 

 

3 ”スナップショットタスクのスケジュール”メニ

ューに設定されたスナップショットのタスクが

表示されています。 

不要なスケジュールは ボタンをクリック

して削除します。 

 

4 確認のメッセージが表示されます。 

該当タスクかどうかを確認に上“OK”ボタン

をクリックします。 

 

5 削除が成功し、他のタスクもない場合には、

右のメッセージが表示されます。 

※ 複数のタスクがある中で一つのタスクを

削除した場合は、特にメッセージの表示

はありません。 
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1-3-3.スナップショットボリューム定義解除 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”→”

ボリューム・マネージャー”→”ボリューム・グ

ループ”を選択します。 

 

2 WebGUI の左側にある、”ボリューム・グルー

プ”配下に、作成されたボリューム・グループ

が確認できます。 

※ この例では、vg00 

このボリューム・グループ名をクリックしま

す。 

 

3 WebGUI 画面の右側にあるスライドバーを選

択し、下方に移動させます。 

 

4 “スナップショット定義”メニューで、設定され

たスナップショットの状態を確認できます。 

状態については、以下の通りです。 

1. 未使用：どの論理ボリュームにも割り当

たれていません。（スナップショットの定

義を解除した場合は、この状態になりま

す。） 

2. 使用中/非アクティブ：ある論理ドライブ

に割り当てられているが、スナップショッ

トは開始されていない。（スナップショット

定義の解除可能） 

3. 使用中/アクティブ：ある論理ドライブに

割り当てられていて、かつスナップショッ

トは開始している。（スナップショット定義

の解除は、スナップショットを停止してか

ら実施可能） 
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5 スナップショットの定義を解除したいスナップ

ショットボリューム（この例では、snap00001）

の▼印をクリックし、”割り当てなし”を選択し

ます。 

その後、”適用する”ボタンをクリックします。 

 

6 該当スナップショットの状態が”未使用”とな

ります。 
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1-4.スナップショットボリューム削除 

※ スナップショットボリュームを削除すると、スナップショットで取得されたデータについては消去されま

すのでご注意ください。 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”→”

ボリューム・マネージャー”→”ボリューム・グ

ループ”を選択します。 

 

2 WebGUI の左側にある、”ボリューム・グルー

プ”配下に、作成されたボリューム・グループ

が確認できます。 

※ この例では、vg00 

ボリューム・グループ名をクリックします。 
 

3 画面右側にある、”ボリュームマネージャ”メ

ニューで削除対象のスナップショットボリュー

ムを確認できます。 

※ ここでの対象は snap00000 です。 

スナップショットボリュームの右側にあるボタ

ンが の状態である場合は削除できませ

ん。 

スナップショットボリュームを削除する場合、

以下の 2 点について確認してください。 

1. スナップショットの共有されている、

iSCSI/FC ターゲットボリュームに接続さ

れている 

→ 共有の削除（解除）、iSCSI/FC 接続の場

合は 接続を解除してください。 

2. スナップショットが使用中である 

→ スナップショットを停止してください。 

 

4 スナップショットボリュームの右側にあるボタ

ンが の表示になっていれば削除可能で

す。 

削除するスナップショットボリュームであるこ

とを確認して、 ボタンをクリックします。 
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5 確認メッセージが表示されますので、”OK”

ボタンをクリックします。 

 

6 スナップショットボリュームが削除されました

ら、右のメッセージが表示されます。 
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1-5.論理ボリューム拡張 

iX の論理ボリュームは以下の図の様に設定されたボリューム・グループ（VG）内の空領域だけ拡張する

ことが可能です。 

逆に、ボリュームの縮小を行うことはできません。縮小するには、ボリュームを削除し、作成し直す必要

があります。 

 

以下に論理ボリューム(NAS/iSCSI/FC)の拡張方法について説明します。 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”→”

ボリューム・マネージャー”→”ボリューム・グ

ループ”を選択します。 

 

2 WebGUI の左側にある、”ボリューム・グルー

プ”配下に、作成されたボリューム・グループ

が確認できます。 

※ この例では、vg00 

このボリューム・グループ名をクリックしま

す。 
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3 現在設定されている論理ボリュームのサイ

ズを確認します。 

※ ここでの例では 1024.00 GB です。 

アクションで ボタンをクリックし、”変更

lv0000”を選択します。 

※ 変更 lvxxxx は論理ボリューム名です。

論理ボリュームが複数ある場合は、選

択を間違わないでください。 

 

4 追加欄に拡張するサイズを入力します。 

※ ここでは 1024GB 拡張することとしま

す。 

 

追加サイズを入力しましたら”適用する”ボタ

ンをクリックしてください。 

 

 

5 追加サイズに入力したサイズだけ拡張され

たことを確認します。 
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1-6.論理ボリューム削除 

※ 論理ボリュームを削除すると、ボリューム内のデータは消去されますのでご注意ください。 

 

1-6-1.共有 NAS ボリューム削除 

※ 共有 NAS ボリュームを削除する際は、一時的に全ての NAS 接続が遮断されます。運用に支障が

ない時間帯で削除してください。 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”→”

ボリューム・マネージャー”→”ボリューム・グ

ループ”を選択します。 

 

2 WebGUI の左側にある、”ボリューム・グルー

プ”配下に、作成されたボリューム・グループ

が確認できます。 

※ この例では、vg00 

このボリューム・グループ名をクリックしま

す。 

 

3 画面右側にある、”ボリュームマネージャ”メ

ニューで削除対象の共有 NAS ボリュームを

確認できます。 

※ ここでの対象は lv0000 です。 

共有 NAS ボリュームの右側にあるボタンが

の状態である場合は削除できません。 

 

共有 NAS ボリュームを削除する場合、以下

の 3 点について確認してください。 

1. 共有が設定されている 

→ 共有の削除（解除）してください。 

2. スナップショットが使用中である 

→ スナップショットを停止し、定義の解除し

てください 

3. レプリケーションモードになっている 
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→ ボリュームレプリケーションの設定を解

除し、該当ボリュームを通常のモードに変更

してください。 

4 共有 NAS ボリュームの右側にあるボタンが

の表示になっていれば削除可能です。 

削除する共有 NAS ボリュームであることを

確認して ボタンをクリックします。 
 

5 以下の警告が表示されます。内容を確認の上、”OK”ボタンをクリックします。 

 

6 右の様に該当共有 NAS ボリュームが削除さ

れました。 

 

 

1-6-2.iSCSI ボリューム削除 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”→”

ボリューム・マネージャー”→”ボリューム・グ

ループ”を選択します。 

 

2 WebGUI の左側にある、”ボリューム・グルー

プ”配下に、作成されたボリューム・グループ

が確認できます。 

※ この例では、vg00 

このボリューム・グループ名をクリックしま

す。 
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3 画面右側にある、”ボリュームマネージャ”メ

ニューで削除対象の iSCSI ボリュームを確

認できます。 

※ ここでの対象は lv0000 です。 

共有 NAS ボリュームの右側にあるボタンが

の状態である場合は削除できません。 

 

iSCSI ボリュームを削除する場合、以下の 3

点について確認してください。 

1. iSCSI ターゲットに接続されている 

→ iSCSI ターゲットから外してください。 

2. スナップショットが使用中である 

→ スナップショットを停止し、定義の解除し

てください 

3. レプリケーションモードになっている 

→ ボリュームレプリケーションの設定を解

除し、該当ボリュームを通常のモードに変更

してください。 

 

4 
iSCSI ボリュームの右側にあるボタンが

の表示になっていれば削除可能です。 

削除する iSCSI ボリュームであることを確認

して、 ボタンをクリックします。 

 

5 右の様に確認のメッセージが表示されます。 

削除対象の iSCSI ボリュームであることを確

認の上、”OK”ボタンをクリックします。 

 

6 正常に削除されましたら、右の様にメッセー

ジが表示され、iSCSI ボリュームは削除され

ます。 
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2.共有の設定について 

 

iX では、以下の図のとおり、Mac/Windows/UNIX/Linux 等異なるプラットフォーム間での共有を設定す

ることができます。 

 

 
 

この章にて各共有の設定について説明をいたします。 

 

※ 前提として、既に共有 NAS ボリュームが設定されていること 
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2-1.認証方式 

 

2-1-1.認証サーバーが存在しない場合 

ネットワーク上に認証サーバーがなく、iX にてアクセスするユーザーを登録する場合には以下の方法で

設定します。 

 

2-1-1-1 認証方法の選択 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”

→”NAS 基本設定”を選択します。 

 

2 右図の通り、”ワークグループを設定し、使

用する(内部 LDAP)”の○印をクリックし、ワ

ークグループの項目に、ワークグループ名を

入力します。 

その後、”適用する”ボタンをクリックします。 
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2-1-1-2 ユーザーの作成 

※ 下記の表に記載されているユーザーはシステムのデフォルトユーザーです。 

同じユーザー名での作成は行わないようにしてください。 

デフォルトユーザー 

1 root 26 utmp 

2 daemon 27 video 

3 bin 28 staff 

4 sys 29 nogroup 

5 adm 30 guests 

6 tty 31 ftpgroup 

7 disk 32 nut 

8 lp 33 zendtech 

9 mail 34 raid-admin 

10 postgres 35 raid 

11 uucp 36 raidview 

12 Debian-exim 37 haclient 

13 man 38 apiadmin 

14 kmem 39 upnpd 

15 dialout 40 eventd 

16 cdrom 41 crontab 

17 floppy 42 ssl-cert 

18 tape 43 ntp 

19 sudo 44 ssh 

20 audio 45 openldap 

21 dip 46 beoper 

22 www-data 47 api 

23 backup 48 admin 

24 src 49 dlm_gc 

25 shadow   
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 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”

→”NAS リソース”→”ユーザー”を選択しま

す。 

 

2 “新しいユーザーの作成”メニューで、登録す

るユーザー名を”名前”の項目に、パスワー

ドを”パスワードの項目”に入力します。 

また、設定したパスワードの確認の為の入

力を”パスワードの確認入力”の項目に入力

します。 

全て入力しましたら、”作成する”ボタンをクリ

ックします。 

※ユーザー名に下記の文字は使用できま

せん 

（使用不可） 

： ~ ! @ # $ ^ & ( ) + [ ] { } * ; : 

' " . , % | < > ? / \ = ` 英字以外の

文字すべて 

※パスワードは 次の文字を使用できません 

 :' " `、スペース、数字の 0 のみ 

 

※名前は英数字以外、使用できません。 

3 作成されましたら、WebGUI の右側にあるユ

ーザー一覧に、作成されたユーザー名が表

示されます。 

他に登録したいユーザーがあれば、項番 2

を繰り返してユーザーの登録を実施します。  
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2-1-1-3 ユーザーパスワード変更 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”

→”NAS リソース”→”ユーザー”を選択しま

す。 

 

2 パスワードを変更したいユーザーを”ユーザ

ー”欄から探し、クリックします。 

 

3 “ユーザーの編集”メニューにて、”新しいパ

スワード”と”パスワードの確認入力”に新し

いパスワードを入力し、”適用する”ボタンを

クリックします。 

※パスワードは 次の文字を使用できません 

: ' " ` スペース 英数字以外の文字 
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2-1-1-4 ユーザー名変更 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”

→”NAS リソース”→”ユーザー”を選択しま

す。 

 

2 名前を変更したいユーザーを”ユーザー”欄

から探し、クリックします。 

 

3 WebGUI 画面の右側にあるスライドバーを選

択し、下方に移動させます。 

 

4 
“ユーザー名変更”のメニューで”名前”の項目

に、新しい名前を入力し、”作成する”ボタンをク

リックします。 
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5 
評価機等をお使いになられている場合は、右の

警告が表示されることがあります。 

もし、右の様な警告が表示さましたら内容を確

認の上、”OK”ボタンをクリックします。 

 

※ 評価期間(60 日)を超えた場合は 60 分毎に

シャットダウンが実行されます。 

 

 

6 
右の様にユーザー名が変更されたことを確認し

ます。 

 

 

2-1-1-5 ユーザー削除 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”

→”NAS リソース”→”ユーザー”を選択しま

す。 
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2 削除したいユーザーを”ユーザー”欄から探

し、クリックします。 

 

3 WebGUI 画面の右側にあるスライドバーを選

択し、下方に移動させます。 

 

4 “ユーザーの削除”メニューで”削除する”ボ

タンをクリックします。 

 

5 右の様な警告が表示されます。 

選択したユーザーが正しいかどうか確認の

上、”OK”ボタンをクリックします。 

 

6 該当ユーザーが削除されたことを確認しま

す。 
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2-1-1-6 グループ登録 

 
 

※下記の表に記載されているグループ名はシステムのデフォルトグループです。 

同じグループ名の作成は行わないようにしてください。 

 

デフォルトグループ 

1 root 26 utmp 

2 daemon 27 video 

3 bin 28 staff 

4 sys 29 nogroup 

5 adm 30 guests 

6 tty 31 ftpgroup 

7 disk 32 nut 

8 lp 33 zendtech 

9 mail 34 raid-admin 

10 postgres 35 raid 

11 uucp 36 raidview 

12 Debian-exim 37 haclient 

13 man 38 apiadmin 

14 kmem 39 upnpd 

15 dialout 40 eventd 

16 cdrom 41 crontab 

17 floppy 42 ssl-cert 

18 tape 43 ntp 

19 sudo 44 ssh 

20 audio 45 openldap 

21 dip 46 beoper 

22 www-data 47 api 

23 backup 48 admin 

24 src 49 dlm_gc 

25 shadow 50 users 
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 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”

→”NAS リソース”→”グループ”を選択しま

す。 

 

2 “新しいグループの作成”で名前の項目に作

成するグループ名を入力し、”作成する”ボタ

ンをクリックします。 

※英数字以外の文字は使用できません。 

※複数のグループを作成する場合には、こ

の項目を繰り返し実施してください。 

 

3 作成されたグループの名前が、グループ配

下に確認できます。 

メンバーを各グループに登録しますので、任

意のグループ名（ここでは Sales）をクリックし

ます。 

 

4 該当メンバーを選択した後、”→”ボタンをク

リックし””グループのメンバー”に移動させま

す。 

 

5 該当メンバーが”グループのメンバー”移動

しましたら、”適用する”ボタンをクリックしま

す。 

※他のグループのメンバーも設定する必要

がある場合、項番 3 から項番 5 を繰り返し

実施します。 

 



 

36 

 

2-1-1-7 グループ名変更 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”

→”NAS リソース”→”グループ”を選択しま

す。 

 

2 名前を変更したいグループをクリックします。 

 

3 WebGUI 画面の右側にあるスライドバーを選

択し、下方に移動させます。 

 

4 “グループ名の変更”メニューで、名前の項

目に新しいグループ名を入力し、”適用す

る”ボタンをクリックします。 
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5 グループ名が変更されたことを確認します。 

 

 

2-1-1-1 グループ削除 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”

→”NAS リソース”→”グループ”を選択しま

す。 

 

2 名前を変更したいグループをクリックします。 

 

3 WebGUI 画面の右側にあるスライドバーを選

択し、下方に移動させます。 
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4 “グループの削除”にて、”削除する”ボタン

をクリックします。 

 

5 右の様な警告が表示されます。 

選択したグループが正しいかどうか確認の

上、”OK”ボタンをクリックします。 

 

6 該当グループが削除されたことを確認しま

す。 

 

 

2-1-2.認証サーバー（アクティブディレクトリ）に接続する場合 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”

→”NAS 基本設定”を選択します。 
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2 “認証方式”メニューでアクティブディレクトリ

の情報を入力の上、”適用する”ボタンをクリ

ックします。 

 

3 右の確認メッセージが表示されます。 

“OK”ボタンをクリックします。 

 

4 設定が完了しましたら、右の様に表示が戻り

ます。 
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5 入力した情報に誤りがある場合、以下のエラーが表示されます。 
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2-2.共有オプションの設定 

 

2-2-1.NFS の有効化 

※Linux/UNIX 機と NFS で接続する場合には、この項目に沿って、NFS の有効化を実施してください。 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”

→”NAS 基本設定”を選択します。 

 

2 “NFS 設定”メニューにて、”NFS の使用”の

□印をクリックし、チェックマークを付与した

後、”適用する”ボタンをクリックします。 

 

 

2-2-2.AFP の有効化 

Mac で AFP(AppleTalk Filing Protocol または Apple Filing Protocol)接続する場合は、この項目に従って、

AFP の有効化を実施します。 

※V7up70 以降は、有効化しても接続できません。 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”

→”NAS 基本設定”を選択します。 
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2 WebGUI 画面の右側にあるスライドバーを選

択し、下方に移動させます。 

 

3 “AppleTalk(AFP)の設定”メニューに

て、”AppleTalk(AFP)を使用する”の□印をク

リックし、チェックマークを付与した後、”適用

する”ボタンをクリックします。 

※ Apple Bonjour を使用する場合、”Enable 

Bonjour broadcasting”の□印をクリック

し、チェックマークを付与してください。 

 

 

2-2-3.SMB の設定 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”

→”NAS 基本設定”を選択します。 
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2 SMB settings 

SPNEGO： （※デフォルトはオン） 

特殊フォルダを隠す：MAC OS/OSX システ

ムによって作成される特別なフォルダを非表

示にします。このため、ユーザーは、SMB プ

ロトコルで MAC OS/OSX システム ファイ

ルを参照できなくります。（※デフォルトはオ

ン） 

Enable vfs_fruit：OS X と Netatalk との相互

運用性の強化 

dos 属性の保存 (xattr を使用)（※デフォ

ルトはオン） 

Oplocks：クライアントによりファイルがロック

され、データがローカルにキャッシュされるた

め、パフォーマンスが向上できる場合があり

ます。（※デフォルトはオン） 

Level2 oplocks：複数のクライアントか同時に

読みだしをおこなえますが、書き込みには対

応しておりません。 

 （※デフォルトはオン） 

※ファイル転送時に問題が発生した場合、

Oplocks の機能を「オフ」にすることをお勧め

致します。 
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2-3.共有ポイントの設定 

 

2-3-1.共有ポイントの作成 

2-3-1-1 デフォルトパス 

 

“共有 NAS ボリューム作成”で作成した NAS ボリューム(例:lv0000)全てを共有にしたい場合、デフォルトパ

スを使用して共有ポイントの設定を行います。 

以下にデフォルトパスを使用した設定方法について説明します。 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”

→”NAS 基本設定”を選択します。 

 

2 “新しい共有の作成”メニューで、名前を入力

します。 

※ 特殊文字 

(~!@#$^&()+[]{}*;:'".,%|<>?/\=`) とスペー

スは使用しないでください。 

※ 英数字以外の文字は使用できません 

設定した名前がデフォルトパス欄に表示され

ます。 

名前の入力後、”適用する”ボタンをクリック

します。 

 

3 正常に設定されましたら、右の様にメッセー

ジが表示されます。 

 

4 また、共有配下には、設定された共有名が

表示されます。 
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2-3-1-2指定したパスでの共有方法 

 

“共有 NAS ボリューム作成”で作成した NAS ボリューム(例:lv0000)内に複数の共有ポイントを設けたい場

合、または、フォルダ/ファイル/データ等が既に存在しており、その中のあるフォルダに共有ポイントを設定

したい場合、”指定したパス”を使用して共有ポイントを設定します。 

以下に指定したパスを使用した設定方法について説明します。 

※ ここでは新規にフォルダを作成した後に設定します。 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”

→”NAS 基本設定”を選択します。 

 

2 “新しい共有の作成”メニューにて、”指定し

たパス”の○印をクリックします。 

3-2-1 等で設定したボリューム等が表示さ

れますので、共有ポイントを設定したい論理

ボリューム(lv から始まるフォルダ)をダブル

クリックします。 
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3 “.” ”..”の名前を持つフォルダが表示されま

す。 

“追加する”ボタンをクリックします。 

 

4 “newdir”が作成されます。この”newdir”を適

切な名前に変更します。 

 

5 

 

フォルダ名を設定しましたら、”OK”ボタンを

クリックします。 

 

6 作成したフォルダを選択し、共有の”名前”を

入力します。 

※ 特殊文字 

(~!@#$^&()+[]{}*;:'".,%|<>?/\=`) とスペー

スは使用しないでください。 

※名前に英数字以外の文字は使用できま

せん。 

 

名前の入力後、”適用する”ボタンをクリック

します。 
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7 正常に共有が作成されましたら、右の様にメ

ッセージが表示されます。 

 

8 共有配下に作成した共有を確認することが

できます。 

 

 

2-3-2.共有アクセスの設定 

 

2-3-2-1 ワークグループでの運用の場合 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”

→”NAS 基本設定”を選択します。 

 

2 作成された共有名が、共有配下に確認でき

ます。 

この共有名をクリックします。 
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3 WebGUI 画面の右側にあるスライドバーを選

択し、下方に移動させます。 

 

4 “ユーザー共有アクセス”もしくは”グループ

共有アクセス”メニューで、該当共有(ここで

は Share1)にアクセスさせたいユーザー（もし

くはグループ）名を選択し、”→”ボタンをクリ

ックします。 

※ この例ではグループ単位でのアクセス

を実施しています。 

※ グループ単位で設定する場合、各グル

ープに設定されているメンバー（ユーザ

ー）が正しく設定されていることに注意し

てください。 
 

5 アクセスさせたいユーザー（グループ）を”ア

クセスが許可されたユーザー（グループ）欄

に正しく設定されたことを確認の上、”適用す

る”ボタンをクリックします。 
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2-3-2-2 ドメイン（アクティブディレクトリ）参加している場合 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”

→”NAS 基本設定”を選択します。 

 

2 作成された共有名が、共有配下に確認でき

ます。 

この共有名をクリックします。 

 

3 WebGUI 画面の右側にあるスライドバーを選

択し、下方に移動させます。 
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4 “ユーザー共有アクセス”もしくは”グループ

共有アクセス”メニューにて、作成したアクセ

スポイントに対してアクセスの許可を与えま

す。 

“4-1-2 認証サーバー（アクティブディレクト

リ）に接続” で ドメイン(アクティブディレクト

リ)に参加した場合、”選択可能なグループ”

（選択可能なユーザー）欄には、以下のフォ

ーマットでの表示になります。 

<ドメイン名>+<グループ名(もしくはユーザー

名)> 

例: 

TEST+csc 

ドメイン名: TEST 

グループ名: csc 

 

 

 

 

5 非常に多くのグループ（ユーザー）から該当

のグループ（ユーザー）を選択するのは難し

いです。 

その為、右の様に検索欄にグループ名（ユ

ーザー名）の文字を入力し、検索ボタン を

クリックし、検索を実行します。 
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6 検索をかけた結果から、該当のグループ(ユ

ーザー)を選択し、”→”ボタンをクリックし、”

選択可能なグループ（もしくはユーザー）”か

ら”アクセスが許可されたグループ（もしくは

ユーザー”欄へ移動させます。 

 

7 移動が完了しましたら、”適用する”ボタンを

クリックします。 
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2-3-3. AppleTalk(AFP)の設定 

※V7up70 以降は設定しても接続できません。 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”

→”NAS 基本設定”を選択します。 

 

2 作成された共有名が、共有配下に確認でき

ます。 

この共有名をクリックします。 

 

3 WebGUI 画面の右側にあるスライドバーを選

択し、下方に移動させます。 

 

4 “AppleTalk(AFP)の設定”メニュー

で、”AppleTalk(AFP)を使用する”の□印をク

リックします。 

 

5 右の様に設定メニューが表示されます。 

内容を確認の上、各設定を実施し、”適用す

る”ボタンをクリックします。 
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2-3-4.NFS 共有アクセスの設定 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構成”

→”NAS 基本設定”を選択します。 

 

2 作成された共有名が、共有配下に確認でき

ます。 

この共有名をクリックします。 

 

3 WebGUI 画面の右側にあるスライドバーを選

択し、下方に移動させます。 

 

4 “NFS 共有アクセス”メニューで、”NFS の使

用”の□印をクリックします。 
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5 右の様に設定メニューが表示されます。 

アクセス許可 IP 欄に、この iX の共有にアク

セスできる NFS クライアントの IP アドレス

を、書き込み許可 IP には、この iX の共有に

対して書き込みができる NFS クライアントの

IP アドレスを入力することで、NFS クライアン

トのアクセス制御が可能になります。 

※ デフォルトはどちらも空白で全てのクラ

イアントに対してアクセス権も書き込み

権も与えています。 

他のオプションについて、有効にする場合に

は各オプションの前にある□印をクリックし、

チェックマークを付与します。 

各オプション並びに許可 IP の詳細はヘルプ

ボタン をクリックして確認してください。 

“詳細の表示”をクリックします。 

 

6 “詳細の表示”をクリックすることで、スカッシ

ュユーザーの選択メニューが表示されます。 

もしスカッシュするユーザーがある場合には

こちらで設定をします。 

 

その後、”適用する”ボタンをクリックします。 
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2-4.各クライアント接続について 

 

2-4-1.Windows(SMB)接続例 

 操作 表示例 

1 Windows クライアントにログインし、画面左下

のスタートボタンをクリックします。 

※ 本資料では Windows7 での接続を想定

しています。 

 

2 “プログラムとファイルの検索”欄に、”\\”を

つけて共有を指定します。 

\\<共有の IP アドレス> 

※ 名前解決されている環境では以下の通

り、サーバー名を指定しても可能です。 

\\<共有サーバー名> 

 

3 エクスプローラーが開き、共有ポイントが確

認できます。 

この共有ポイントを右クリックし、”ネットワー

クドライブの割りて”を選択します。 

 

4 “ネットワークドライブの割り当て”画面が表

示されます。ドライブ名を指定（ここでは Y ド

ライブ）し、”完了”ボタンをクリックします。 
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5 ネットワークドライブとして接続が完了しまし

た。 

 

 

2-4-2.Mac(AFP)接続例 

※V7up70 以降は、AFP 接続できません。SMB 接続をご利用ください。 

 操作 表示例 

1 Mac にログイン後、メニューにて”移動”→”

サーバーへ接続”を選択します。 

 

2 サーバードレス欄に iX の IP アドレスを入力

し、”接続”ボタンをクリックします。 

afp://<iX の IP アドレス> 

※ 名前解決している環境であれば、IP アド

レスを iX のサーバー名を使うことも可

能です。  

3 ユーザー名並びにパスワードを入力

し、”OK”ボタンをクリックします。 

 

もし、iX の共有においてアクティブディレクト

リに参加していた場合は、ユーザー名の場

所を<ドメイン>+<ユーザー名>と入力します。 
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4 afp での接続が完了しました。 

 

 

2-4-3.Linux(NFS)接続例 

 

 操作 表示例 

1 Linux 機にログインを実施し、マウントポイン

ト(ここでは/test)を作成します。 

 

2 showmount コマンドを実施して、iX で設定さ

れた共有を確認します。 

# showmount –e <iX の IP アドレス> 

※ 名前解決がされている場合、右の様に

iX のサーバー名を指定することが可能

です。 

 

3 mount コマンドを使用して、iX で作成した共有を Linux 機にマウントします。 

※ 以下のコマンドは CentOS6.3 で実施した際のコマンド例です。他のディストリビューション並び

にバージョンでマウント方法が異なるかも知れません。使用される Linux のマニュアル等を御

確認ください。 

# mount –t nfs <iX の IP アドレス>:/<iX の共有名> <linux 機のマウントポイント> -o vers=3 

4 問題なくマウントできましたら、以下の様に df コマンドでマウントされていることを確認できます。 
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2-5.スナップショット利用について 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、”メンテナンス”→”スナップ

ショット”に移動します。 

 

2 利用されようとするスナップショットが取得さ

れていることを確認ください。 

※ スナップショットが取得されている場合、

開始時間に取得した時間が表示され、

アクションは の表示となります。 

 

3 次に”構成”→”NAS リソース”→”共有”に移

動します。 

 

4 “新しい共有の作成”で”指定したパス”の○

印をクリックします。 
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5 “指定したパス”を選択した場合に、設定され

ている論理ボリューム一覧がフォルダの形

で表示されます。 

この中で、取得したスナップショットボリュー

ムのフォルダ（ここでは snap00000）をダブル

クリックします。 

 

6 該当スナップショットボリュームをダブルクリ

ックすると、右の様に、スナップショット取得

時のデータ（この例では、共有のトップフォル

ダ）を確認することができます。 

※ “ ”をクリックすることで上位のフォ

ルダに移動します。 

共有をかけたいフォルダを選択し、名前欄に

共有名を入力し、”適用する”ボタンをクリッ

クします。 

 

7 共有が問題なく設定されましたら、右のメッ

セージが表示されます。 

 

8 画面右側にある共有一覧にスナップショット

ボリュームを使った共有ポイントを確認する

ことができます。 

※ “5-3-2 共有アクセスの設定”を参考

に、共有の設定を行います。 
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9 “5-4. 各クライアント接続について”を参考

にクライアントの接続を行います。 

右の例は Windows で接続し内容を確認した

例となります。 

※ このマニュアルに記しているクライアント

接続例は単なる一例です。接続方法の

詳細については、各クライアント

（Windows/Linux/Mac）の供給先にお尋

ねください。 
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2-6.共有の削除（解除） 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、”構成”→”NAS リソース”

→”共有”に移動します。 

 

2 画面左側にある共有一覧から削除（解除）

対象の共有の共有名をクリックします。 

 

3 WebGUI 画面の右側にあるスライドバーを選

択し、下方に移動させます。 

 

4 “共有の削除”メニューで、”削除する”ボタン

をクリックします。 

 

5 右の様に警告メッセージが表示されます。 

削除（解除）する共有名に誤りがないかを確

認し、”OK”ボタンをクリックします。 
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6 
 

評価機等をお使いになられている場合は、右の

警告が表示されることがあります。 

もし、右の様な警告が表示さましたら内容を確

認の上、”OK”ボタンをクリックします。 

※ 評価版をご利用になられている場合は、以

下の表示となります。 

 

※ 評価期間(60 日)を超えた場合は 60 分毎に

シャットダウンが実行されます。 

 

 

7 画面左側にある共有一覧から削除されたこ

とを確認します。 

※ 共有アクセスポイントは削除されます

が、実データは削除されません。 
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3.iSCSI の設定について 

 

iX では、以下の図のとおり、iSCSI のディスクとして使用することが可能です。 

 

 
 

 

この章では iSCSI ボリュームについての取り扱いを説明致します。 
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3-1.iSCSI ターゲットの操作 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、”構成”→”iSCSI ターゲッ

ト・マネージャー”→”ターゲット”に移動しま

す。 

 

2 “iSCSI ボリューム作成”の項番 4 で” 新規

ターゲットを自動作成する”を選択し iSCSI

ボリュームを作成した場合には、右の様に”

ターゲット”欄に targetX(X は数字)を確認で

きます。（ここでの例は target0） 

ここに表示されているターゲット名をクリック

します。 

※ 項番 10 へ移動します。 

 

3 “iSCSI ボリューム作成”の項番 4 で”ボリュ

ーム作成のみ”を選択し iSCSI ボリュームを

作成した場合には、右の様に”ターゲット”欄

に何も表示がありません。 
 

4 “新しいターゲットの作成”メニューでターゲッ

トを作成します。 

通常の iSCSI 接続の場合はこのまま、”適

用する”ボタンをクリックします。 

※ ターゲット名のチェックマークを外し、

iSCSI ターゲットの名前を変更が可能で

す・ 

※ 作成するターゲット名は控えておいてく

ださい。 

 

5 以下のメッセージが表示されます。内容を確認の上、”OK”ボタンをクリックします。 
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6 正常に iSCSI ターゲットが作成されました

ら、右のメッセージが表示されます。 

 

7 画面左側の”ターゲット”欄に、作成された

iSCSI ターゲット(ここでは target0)が確認で

きます。 

該当の iSCSI ターゲット名をクリックします。  

8 iSCSI ボリュームを iSCSI ターゲットに設定し

ます。 

LUN 番号、アクセスモードを設定の上、”取

り付け”ボタンをクリックします。 

※ LUN 番号について、論理 iSCSI ボリュ

ームを接続する際には、必ず”0”から割

り当てを実施してください。 

また、スナップショット等の非アクティブ

な iSCSI ボリュームは、必ず”0”以外の

LUN 番号を割り当ててください。 

※ アクセスモードは”ライトスルー”と”リー

ドオンリー”を選択することができます。

（FileI/O モードで iSCSI ボリュームを作

成した場合には、）上記の 2 つのモード

に加えて”ライトバック”モードの選択が

できます。 

 

9 以下のメッセージが表示されます。内容を確認の上、”OK”ボタンをクリックします。 

 

10 iSCSI ボリュームが iSCSI ターゲットに接続

されました。 

もし、このボリュームを iSCSI ターゲットから

外す場合は、”取り外し”ボタンをクリックしま

す。 
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3-2.各クライアント接続について 

 

3-2-1.Windows 接続例 

 

 操作 表示例 

1 Windows クライアントにログインし、画面左下

のスタートボタンをクリックします。 

※ 本資料では Windows7 での接続を想定

しています。 

 

2 “プログラムとファイルの検索”欄

に、”iSCSI”と入力します。 

 

3 検索したプログラム欄に”iSCSI イニシエータ

ー”が表示されます。 

この”iSCSI イニシエーター”をダブルクリック

します。 
 

4 “iSCSI イニシエーター”が起動されます。 

“ターゲット”タブを選択し、”ターゲット”欄に

iX の IP アドレスを入力し、”クイック接続”ボ

タンをクリックします。 

※ 名前解決できている環境では、”ターゲ

ット”欄に iX のサーバー名を入力しても

可です。 
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5 “クイック接続”画面が表示され“検出された

ターゲット”欄に iX で設定した iSCSI ターゲ

ットが確認されます。 

この iSCSI ターゲットをクリックし、”完了”ボ

タンをクリックします。 

 

6 “ボリュームとデバイス”タブをクリックし。”自

動構成”ボタンをクリックします。 

iX で iSCSI ターゲットに接続している iSCSI

ボリュームを確認することができます。 

 

7 次に、Windows のスタートボタンをクリック

し、”コンピュータ”を右クリックします。 

“管理”を選択します。 
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8 “コンピュータの管理”が起動されます。 

“記憶域の”ディスクの管理”をクリックしま

す。 

 

9 “ディスクの初期化”が起動されます。 

“GPT(GUID パーティションテーブル)”の○

印をクリックし、”OK”ボタンをクリックします。 

 

10 iX の iSCSI ボリュームを Windows 環境で初

期化が完了しました。 

現在、”未割り当て”となっています。 

この領域 

 

11 該当の”未割り当て”を右クリックし、”新しい

ボリューム”を選択します。 

 

12 “新しいシンプルボリュームウィザード”が起

動します。 

“次へ”ボタンをクリックします。 
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13 シンプルボリュームのサイズを入力（デフォ

ルトでは最大サイズ）し、”次へ”ボタンをクリ

ックします。 

 

14 ドライブ名を指定します。 

指定後、”次へ”ボタンをクリックします。 

 

15 ボリュームラベルに適切な名前を入力し、”

次へ”ボタンをクリックします。 

 

16 設定する内容を確認の上、”完了”ボタンを

クリックします。 

 

17 シンプルボリュームがフォーマットされ、新た

なドライブとして認識されます。 
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18 エクスプローラーで新しいディスクが確認で

きます。 
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3-2-2.Mac 接続例 

※ Mac OS には iSCSI イニシエータ機能を有していません。 

Mac にて iSCSI を使用する場合、GlobalSAN(http://www.studionetworksolutions.com/globalsan-

iscsi-initiator/)等、サードパーティの iSCSI イニシエータを導入する必要があります。 

例として以下に GlobalSAN のインストール方法と設定について説明をいたします。 

尚、この説明はあくまで一例として説明します。 

ニューテックで動作保障をするものではありませんので、ご了承ください。 

3-2-2-1 iSCSI イニシエータインストール 

※ インストール後、Mac システムの再起動が必要です。 

 操作 表示例 

1 右の通り、”globalSAN-4.1.0.mptg”をダブル

クリックします。 

 

2 “続ける”ボタンをクリックします。 

 

3 大切な情報を確認の上、”続ける”ボタンをク

リックします。 

 

http://www.studionetworksolutions.com/globalsan-iscsi-initiator/
http://www.studionetworksolutions.com/globalsan-iscsi-initiator/
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4 “Software License Agreement”を確認の

上、”Continue”ボタンをクリックします。 

 

5 “Agree”ボタンをクリックします。 

 

6 インストール先を選択します。 

右の図の様に、インストール先のディスクを

選択し、”続ける”ボタンをクリックします。 

 

7 “インストール”ボタンをクリックします。 

 

8 管理者の名前とパスワードを入力し、”OK”

ボタンをクリックします。 
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9 “インストールを続ける”をクリックします。 

 

10 インストールが開始されます。 

 

11 インストールが完了しました。 

“再起動”ボタンをクリックし、Mqc の再起動

を実施してください。 
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3-2-2-2 iSCSI イニシエータ設定 

 

 操作 表示例 

1 Mac にログインを実施し、右の様に”システ

ム環境設定”を選択します。 

 

2 “globalSAN iSCSI”ボタンをダブルクリックし

ます。 

 

3 かぎボタンをクリックし、設定を許可します。 
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4 管理者の名前とパスワードを入力し、”OK”

ボタンをクリックします。 

 

5 “+”ボタンをクリックし、”Portal”を選択しま

す。 

 

6 iX の IP アドレス(もしくは iX のサーバー名)

を入力し、”Add”ボタンをクリックします。 

 

7 右の画面が表示されます。 

“OK”ボタンをクリックします。 

 

8 “Alias”欄に認識しやすい名前を入力

し、”Connections”欄の”Persistent”欄にあ

る□印をクリックします。 

※ しばらくすると、Persistent を有効にした

IP アドレスを使用して iSCSI が接続され

ます。 
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9 かぎボタンをクリックし、変更を不許可にしま

す。 

 

10 iSCSI が接続され、iX の iSCSI ボリュームが

認識されます。その際に新規のボリュームで

ある場合は、右のメッセージが表示されま

す。 

“初期化”ボタンをクリックします。 
 

11 右の画面が表示されます。 

初期化されていないディスクを確認（接続バ

スが iSCSI となっています）し、”消去”タブを

選択します。 

その後、フォーマットを選択してください。 

 

12 フォーマットを選択後、このディスクにわかり

易い名前を入力し、”消去”ボタンをクリックし

ます。 
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13 確認メッセージが表示されます。 

内容を確認の上、”消去”ボタンをクリックし

ます。 

 

14 消去（フォーマット）が完了しましたら、デスク

トップにフォーマットが完了したボリュームが

確認できます。 

 

15 そのボリュームをダブルクリックして、使用し

ます。 

 

 

3-2-3.Linux 接続例 

 

3-2-3-1 iSCSI イニシエータインストール 

 

 操作 表示例 

1 iscsi イニシエータをインストールします。 

  # yum install iscsi-initiator-utils 

インストールの途中でインストールするかど

うかの質問がありますので、そこは”y”を入

力します。 
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2 インストールが完了します。 

 

 

3-2-3-2 iSCSI イニシエータ起動 

 

 操作 表示例 

1 以下のコマンドを使い、iSCSI イニシエータを

起動します。 # /etc/init.d/iscsi start  

 

3-2-3-3 iSCSI イニシエータの設定 

 

 操作 表示例 

1 イニシエータからターゲットへ接続を行います。 

# iscsiadm --mode=discovery --type=sendtargets --portal=<iX の IP アドレス> <<iX の IP アドレ

ス>:3260,1 <iSCSI ターゲット名> 

※ 以下の赤枠は iSCSI ターゲット名を入力します。”5-1 iSCSI ターゲット操作”の項番 4 で作成

したターゲット名を入力します。 

 

2 target の接続一覧を表示して確認します。  

# iscsiadm -m node <iX の IP アドレス>  <iSCSI ターゲット名> 

 

3 ログインします 

# iscsiadm -m node --targetname <iSCSI ターゲット名> --portal <iX の IP アドレス>:3260 \ 

--login session [iface: default, <iSCSI ターゲット名>,  portal:<iX の IP アドレス>,3260]<iSCSI ター

ゲット名> 
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3-2-3-4 iSCSI ボリュームのマウント 

 

 操作 表示例 

1 dmesg コマンドを実行し、iSCSI に接続されたデバイスを確認します。ここでは sdb (/dev/sdb)が

接続されたデバイス名になります。 

 

2 fdisk コマンドで iscsi ボリュームを確認します。 

（ここでは/dev/sdb が iscsi ボリュームとして割り当てられています） 

 

3 fdisk コマンドで領域の作成を行います。 

 

4 p で現在のパーティションの状態を確認します。 
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5 n で領域を追加します。 

 

6 w で保存します。 

 

7 ここでの例では ext3 でフォーマットします。 

# mke2fs -j /dev/sdb1 

 

8 1) マウントポイントを/iscsi として作成します。 

    # mkdir /iscsi 

2) iscsi ボリュームをマウントします。 

    # mount -t ext3 /dev/sdb1 /iscsi 

3) マウントの確認を行います。/dev/sdb1 のマウント位置が/iscsi になっていることを確認しま

す。 

    # df –h 
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9 起動時に iscsi ボリュームを自動マウントするよう fstab を設定します 
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3-3.スナップショット利用について 

 

3-3-1.iSCSI ターゲットに接続 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、”メンテナンス”→”スナップ

ショット”に移動します。 

 

2 利用されようとするスナップショットが取得さ

れていることを確認ください。 

※ スナップショットが取得されている場合、

開始時間に取得した時間が表示され、

アクションは の表示となります。 

 

3 メインメニューで”構成”→”iSCSI ターゲット・

マネージャー”→”ターゲット”に移動します。 

 

4 WebGUI 画面左側にある”ターゲット欄”にあ

る、iSCSI ターゲット（ここでは target0）をクリ

ックします。  

5 “ターゲットボリュームマネージャ”にあ

る”Available logical volumes”に取得済みの

スナップショットボリュームを確認することが

できます。 

アクセスモードの▼印クリックし”リードオンリ

ー”を選択します。 

※ クライアントが Windows の場合、リード

オンリーで設定すると、以下の様に初期

化されていない状態で接続されます。ク

ライアントが Windows の場合、アクセス

モードに“リードオンリー”を選択しない

でください。 
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6 “LUN”番号を設定（0 以外）し、アクション欄

にある”取り付け”ボタンをクリックします。 

 

7 下のメッセージが表示されます。内容を確認の上、”OK”ボタンをクリックします。 

 

8 iSCSI ターゲットにスナップショットボリューム

が接続できました。 
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3-3-2.クライアント接続例 

 

3-3-2-1 Windows での接続例 

 

 操作 表示例 

1 ログイン後、スタートボタンをクリックし、”コ

ンピュータ”を右クリックします。 

 

2 “コンピュータの管理”が開きましたら、”記憶

域”の”ディスクの管理”をクリックします。 

オフラインのディスクを確認することができま

す。 

 

3 オフラインのディスクを右クリックし”オンライ

ン”を選択します。 

 

4 ドライブ名が付与されたボリュームを確認す

ることができます。 

 

5 エクスプローラーで該当ボリュームを確認し

ます。 

このボリュームをダブルクリックし開きます。 

 

6 スナップショットの内容が確認できます。 
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3-3-2-2 Mac での接続例 

 

 操作 表示例 

1 スナップショットを iX でターゲットに接続し、

しばらくたつと、Mac のデスクトップに表示さ

れます。（オリジナルのボリュームラベルと同

じ） 

 

2 表示されたスナップショットボリュームを開く

と、スナップショット取得時のデータが存在し

ていることが確認できます。 

 

3 オリジナルのボリュームも開きます。（右画

面の下側） 

オリジナルのボリュームはスナップショット後

にファイルを追加しています。 

 

 

3-3-2-3 Linux での接続例 

 

 操作 表示例 

1 “fdisk –l”コマンドを実施して Linux 機に接続

されているディスクを確認します。 

 

2 “fdisk –l”コマンド実行で以下の様に新たなデバイス（sdc1）を確認することができます。 
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3 スナップショットボリュームをマウントする為

に、マウントポイントを作成します。 

# mkdir /<スナップショットマウントポイント> 

“mount”コマンドでスナップショットボリュー

ムをマウントします。 

# mount –t <フォーマット> <スナップショット

デバイス> <スナップショットマウントポイント> 

※ <フォーマット>はスナップショットの取得

元と同じフォーマット（ここでは ext3>を

選択します。 

“df”コマンドでマウントできたことを確認しま

す。 

 

 

4 “cd”コマンドでマウントしたスナップショットに移動します。 

# cd /<スナップショットマウントポイント> 

 

“ls”コマンド等でデータがあることを確認します。 

 

スナップショットは”リードオンリー”で iSCSI ターゲットに接続していますので、削除はできません。 

※ 必要なデータを確認（コピーなど）して、スナップショットが不要になれば umount コマンド等で

アンマウントしてください。 
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4.クォータの利用について 

※本設定を行う前に、ボリュームの作成、共有設定、ユーザーの作成が必要です。 

※SmartNAS シリーズ、Ness シリーズはご利用できません。 

4-1.クォータ設定 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”構

成”→”NAS リソース”→ ”ユーザー”

に移動します。 

 

2 ユーザーの一覧から、クォータ設定

を行いたいユーザーを選択します。 

 

3 右のペインよりバーを下にスクロー

ルし、「クォータ」の設定画面を表

示させます。 

 

4 クォータの設定を行いたいボリュー

ムを選択し、矢印「→」をクリッ

ク。選択したボリュームが右側に移

動されたことを確認します。 

 

次に、クォータ定義の入力欄に任意

の数値を入力してください。 

※例では 100MB のクォータを設定し

ています。 

数値の入力後、右下の「適用する」

を押して、設定を適用します。 

以上で、クォータの設定は完了で

す。 
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5 例：ここでは、対象ユーザーにクォ

ータ設定をしたボリュームにデータ

を格納して、データの使用量、残り

の使用できるデータ量が確認するこ

とができます。 

 

6 例：クォータ設定したユーザーに対

して、利用できる枠を超えた場合

は、右の図のような画面が表示され

ます。 
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4-2.クォータ設定の解除 

 操作 表示例 

1 クォータの設定を解除するには、ク

ォータ設定がされている対象ユーザ

ーを選択します。 

 

2 クォータ設定画面にて、解除したい

対象ボリュームを選択し、右の矢印

「→」をクリックして右ペインに移

動させます。 

次に、クォータ定義の入力欄に数値

「0」を入力して、「適用する」を

クリックします。 

 

3 クォータ設定が解除されると、対象

の項目が画面上からなくなります。 

画面上に変化がない場合は、「再ロ

ード」ボタンを押して、ください。 

（再ロードボタン） 

以上で、クォータ設定の解除は完了

です。 
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5.設定情報保存・リストアについて 

 

5-1.設定情報保存 

 

設定は、ローカルのサーバーに保存 ([設定の復元] 機能に表示される)、または、ダウンロード可能な

箇所に保存することができます。設定をローカルに保存するたびに新しいエントリが作成され、復元時

に、復元する設定として選択できます。 

 

設定を復元するには、[設定の復元] 機能を使用します。 

 

※ 設定情報は、サーバーが再起動またはシャットダウンされるたびに、自動的に保存されます。 

※ セットアップ：管理者、ネットワーク、ハードウェア、画面表示などの設定ファイルになります。 

※ 構成：NAS 基本設定、ユーザー、共有などの設定情報が含まれています。 

 

5-1-1.新規設定保存 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”メンテナ

ンス”→”諸設定”に移動します。 

 

2 “設定の保存”メニューで各設定情報の保存

ができます。 

メインメニューの”セットアップ”に関する設定

を保存したい場合は”セットアップ”の□印を

クリックします。 

メインメニューの”構成”に関する設定を保存

したい場合は、”構成”の□印をクリックしま

す。 

設定情報を PC に保存したい場合は”ダウン

ロード”の□印をクリックし、”保存ボタン”を

クリックします。 
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3 “ダウンロード”の□印をクリックして保存し

た場合は、現在、お使いの PC に保管するこ

とができます。 

右の様な画面が表示された場合、”ファイル

を保存する”の○印をクリックし、”OK”ボタン

をクリックします。 

 

4 PC に保存すると同時に iX 自身にも保存さ

れます。 

 

5 PC にダウンロードされた場合は以下の様に”settings.cnf”の名前で保存されます。 

 

 

5-1-2.既存設定情報保存 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”メンテナ

ンス”→”諸設定”に移動します。 
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2 “構成のリストア”メニューには以前に取得し

た設定情報の一覧が確認できます。 

その中で PC に保存したい設定情報の名前

をクリックします。 

 

3 右の様な画面が表示された場合、”ファイル

を保存する”の○印をクリックし、”OK”ボタン

をクリックします。 

 

4 PC にダウンロードされた場合は以下の様に”auto_save_last”の名前でダウンロードされます。 
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5-2.設定情報リストア 

この機能を使用して、以前に保存した構成設定を復元できます。ローカルに保存したファイルから

設定の復元、以前にダウンロードした構成設定ファイルをアップロードすることができます。エントリ

ごとに、構成ファイル名、作成日、および適用できるアクションを参照できます。 

 

5-2-1.iX に保管された（ローカル）設定情報のリストア 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”メンテナ

ンス”→”諸設定”に移動します。 

 

2 “設定のリストア”メニューの保管一覧にあ

る、セットアップはメインメニューのセットアッ

プに関する設定が、構成はメインメニューの

構成に関する設定が保管されています。 

各項目の□印をクリックして、 のボタンを

押すことで各設定のリストアを実施すること

ができます。  

3 右のメッセージが表示されます。 

内容を確認の上、”OK”ボタンをクリックしま

す。 

※ iX の再起動が実施されます。 

 

4 右のメッセージが表示されます。 

“OK”ボタンをクリックします。 
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5 iX の再起動が実施されます。 

 

 

5-2-2.PC に保管された設定情報のリストア 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”メンテナ

ンス”→”諸設定”に移動します。 

 

2 “設定のリストア”メニューで、”参照”ボタン

をクリックします。 
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3 PC に保管した設定情報をダブルクリックします。 

 

4 参照欄に設定情報ファイルの名前が表示さ

れます。 

“アップロード”ボタンをクリックします。  

5 “設定のリストア”メニューにアップロードした

設定情報が表示されます。ここにある、セッ

トアップはメインメニューのセットアップに関

する設定が、構成はメインメニューの構成に

関する設定が保管されています。 

各項目の□印をクリックして、 のボタンを

押すことで各設定のリストアを実施すること

ができます。 

 

 

6 右のメッセージが表示されます。 

内容を確認の上、”OK”ボタンをクリックしま

す。 

※ iX の再起動が実施されます。 

 

7 右のメッセージが表示されます。 

“OK”ボタンをクリックします。 
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8 iX の再起動が実施されます。 
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5-3.設定情報の破棄 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”メンテナ

ンス”→”諸設定”に移動します。 

 

2 “設定のリストア”メニューに今まで保管した

設定一覧が確認できます。 

不要な設定を削除する為、 のボタンをク

リックします。 

 

3 確認メッセージが表示されます。 

“OK”ボタンをクリックします。 

 

4 “設定のリストア”メニューにある設定一覧か

ら不要な設定情報が削除されました。 
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6.ソフトウェア更新について 

 

この機能を使用して、システム ソフトウェアを更新できます。更新には２つの方法があります。 

 

    ①OS のバージョンアップデート 

    ②パッチ更新 

 

ここで、更新ファイルについて以下の操作が可能です； 

 

    複数の更新ファイルの一元管理 

    更新ファイルの消去（フル、パッチ共）X ボタンを使用します。 

    再起動後にアクティブにするデフォルト更新ファイルの指定。V ボタンを使用します。 

    各更新ファイルのリリースノートの確認 

 

6-1.現在の状態確認 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”メンテナ

ンス”→”ソフトウェア更新”に移動します。 

 

2 “システムソフトウェアの更新”メニューで現

在稼働中の iX のバージョンを確認すること

ができます。 

- 製品のリリース日 

- 製品バージョンとそのサイズ 

詳細を確認する場合は ボタンをクリックし

ます。 

 

3 リリースノートを確認できます。 
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4 WebGUI 画面の右側にあるスライドバーを選

択し、下方に移動させます。 

 

5 現在、適用されている更新（パッチ）が確認

できます。 

※ 更新（パッチ）について、

SU(SmallUpdate)と呼ぶことがあります。

本資料では以降 SU と表記します。 
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6-2.OS、パッチ(SU)の更新方法 

※OS、パッチの更新は機器の再起動が必須となります。 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”メンテナ

ンス”→”ソフトウェア更新”に移動します。 

 

2 “システムソフトウェアの更新”メニューの”参

照”ボタンをクリックします。 

 

3 Newtech から送られてきた SU を任意のフ

ォルダに納めます。その納めた SU をダブル

クリックします。 

 

4 参照欄に選択した SU 名が確認できます。 

その後、“アップロード”ボタンをクリックしま

す。 
 

5 アップロードが完了しましたら、右の表示が

されます。 

ここで、この SU を適用する場合は、”合意す

る”ボタンをクリックします。  

6 ソフトウェアの更新が完了しましたら、右のメ

ッセージが表示されます。  

 

※ 再起動後、必ず OS の時刻が正しく設定されているかをご確認してください。 
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6-3.OS、パッチ(SU)削除方法 

※OS、パッチの削除は再起動が必須となります。 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”メンテナ

ンス”→”ソフトウェア更新”に移動します。 

 

2 “ソフトウェアの更新”メニューで現在のバー

ジョンが確認できます。 

ボタンをクリックします。 

 

 

3 WebGUI 画面の右側にあるスライドバーを選

択し、下方に移動させます。 

 

4 現在、適用している SU の一覧が表示されま

す。 

不要な SU について、 ボタンをクリックす

ることで削除ができます。 
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5 ボタンをクリックした際、右の確認メッセ

ージが表示されます。 

削除すべき SU を再度確認の上”OK”ボタン

をクリックします。 

 

6 ソフトウェアの削除が完了しましたら、右のメ

ッセージが表示されます。 

“8-2 再起動”を参考に iX の再起動を実施

してください。 
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7.システムリカバリー手順 

 

7-1.リカバリー方法について 

※ 準備するもの： “リカバリーメディア”、”外付け USB DVD-ROM ドライブ”、”ディスプレイモニター”、”

キーボード” 

※ iX V7.0up57 以下のバージョンをご利用のお客様は製品購入時に同梱されている DVD リカバリーメデ

ィアをご利用下さい。 

※ iX ISO イメージはニューテック公式サイトよりダウンロードすることができます。 

 

 操作 表示例 

1 リカバリー対象のサーバーに DVD-ROM ド

ライブを接続し、電源を投入します。 

ディスプレイモニター、キーボードを USB の

ポートに接続してください。 

 

2 投入後、DVD-ROM ドライブに”リカバリーメ

ディア”をセットします。 

 

3 DVD-ROM ドライブから、インストーラが起動

されます。 

右図の様にインストールする IX のバージョ

ンが表示されますので、リカバリーするバー

ジョンかの確認を行ってください。 

※ 出荷の時期によって、バージョン番号が

異なりますのでご注意ください。 

 

4 しばらくすると、右図の様に画面が切り替わ

ります。 

“Run software Installer”が選択（右図のとお

り）されていることを確認して、しばらくお待ち

ください。 
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5 iX のインストーラが起動してきます。 

しばらくお待ちください。 

 

6 iX のインストーラが起動されましたら、右の

画面が表示されます。 

“Agree”が選択されていることを確認の

上、”Enter”キーを押下します。 

 

7 接続されている(HDD もしくは SSD)ドライブ

の画面が表示されます。 

※ この例では、Drive 1 を選択します。 

※ 製品によって OS の HDD/SSD が異な

りますのでご注意下さい。 

 

8 “Select drive”が選択されている（赤枠の黒

抜き文字）ことを確認し、”Enter”キーを押下

します。 
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9 指定したドライブに iX がインストールされま

す。 

 

10 インストールが完了しましたら、右の画面が

表示されます。 

デフォルトでは”Reboot”が選択されていま

す、”Shutdown”をキーボードの”→”（もしく

は”←”）キーで選択します。 

 

11 右の様に”Shutdown”が選択されました

ら、”Enter”キーを押下します。 

 

12 iX がシャットダウンされます。 

 

13 シャットダウンが完了しましたら、外付けの

DVD-ROM ドライブを外し、電源を投入してく

ださい。 

※ ディスプレイ、キーボードはつけたままに

してください。 
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7-2.ライセンス・アクティベーションについて 

※ システムリカバリー後、以下の作業を行ってアクティベーションを実施してください。 

 

7-2-1.ライセンスキー設定 

 

 操作 表示例 

1 Web ブラウザーを使用して、iX にログインを

行います。 

※ 管理者レベルは”フルアクセス”でログイ

ンします。 

既にログインされている場合は、以下の様

に、”ヘルプ”→”Newtech iX Series V7 につ

いて”を選択します。 

 

 

 

2 該当機器に同梱されているライセンス証書

に記載されているキーを”ライセンスキーを

入力してください”のキー欄に入力し、”適用

する”ボタンをクリックします。 
 

3 ライセンスキーを入力すると右の様なメッセ

ージが表示されるかも知れません。 

ご購入いただいた製品によってはメッセージ

が変わりますので、内容をご確認ください。 

情報欄に”キーは有効です。サーバーを再

起動すると、変更が有効になります”のメッ

セージが表示されましたらライセンス入力は

成功です。 

 

 

4 iX の再起動を実施してください。 

 

 



 

107 

7-2-2.アクティベーション方法 

 

7-2-2-1.オンライン・アクティベーション 

 

 操作 表示例 

1 Web ブラウザーを使用して、iX にログインを

行います。 

※ 管理者レベルは”フルアクセス”でログイ

ンします。 

既にログインされている場合は、以下の様

に、”ヘルプ”→”Newtech iX Series V7 につ

いて”を選択します。 

 

 

2 “製品のアクティベーション”メニューで、ライ

センスのアクティベーションを行います。 

当該機器がインターネットアクセス（ポート

443 が開いていることが条件です。）できる

環境でしたら、右の様に”オンライン アクテ

ィベーション”を選択して、”適用する”ボタン

をクリックします。 

以上で作業は完了です。 
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7-2-2-2.オフライン・アクティベーション 

※ アクティベーションには機器の再起動が必ず必要となります。 

 操作 表示例 

1 Web ブラウザーを使用して、iX にログインを

行います。 

※ 管理者レベルは”フルアクセス”でログイ

ンします。  

既にログインされている場合は、以下の様

に、”ヘルプ”→”Newtech iX Series V7 につ

いて”を選択します。 

 

 

2 もし、インターネット接続が許されていない環

境でしたら、右の様に”オフライン アクティ

ベーション”を選択します。 

選択後、“ダウンロード”ボタンをクリックしま

す。 

 

3 右の様にハードウェアスタンプファイル（拡張

子：hws）を PC にダウンロードします。 

 

4 項番 3 でダウンロードしたハードウェアスタ

ンプファイルを activation@activation-

key.com までメールにて送付してください。 

※ メール本文は不要です。 
 

mailto:activation@activation-key.com
mailto:activation@activation-key.com
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5 数分でアクティベーションファイル(拡張

子:act)が送られてきます。 

“製品のアクティベーション”メニューの

Step3、”Activation file”の”参照”ボタンをク

リックし、送られてきたアクティベーションファ

イルを適用します。 

※ 24 時間以内にアクティベーションファイ

ルが送られてこない場合には、弊社カス

タマーサポートまでご連絡ください。 

 

6 “参照”ボタンをクリックし、送られてきたアク

ティベーションファイルを選択し、iX にアップ

ロードしてください。 

 

7 アップロード後に、”適用する”ボタンをクリッ

クします。 

 

 

8 適用後、アクティベーションを完了させるた

めには、機器を再起動させます。 

メンテナンス ⇒ シャットダウン ⇒ システ

ム再起動 ⇒ 再起動 

※ アクティベーションを完了させるには機

器の再起動が必ず必要となります。 
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8.サポートのご依頼について 

 

8-1.サポートのご依頼について 

 

サポート窓口 

 

下記 URL のサポート依頼フォームよりお問い合わせ下さい。 

 

URL https://www.newtech.co.jp/support/ 

 

 
 

製品に関するご質問、障害に関するご連絡をいただく際は、必ず製品本体の型番、シリアル

番号が必要になります。 

上記サポート依頼フォームにて必要事項をご入力いただき、お問い合わせいただきますよう

お願い申し上げます。 

 

※製品の無償修理につきましては添付されている保証書の規定に従います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.newtech.co.jp/support/
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9.ログの取得方法とミラーカードに関して 

9-1.iX のログ取得方法 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”ステータ

ス”→”ハードウェア”を選択します。 

 

2 右側のスライドを下方に移動させます。 

 

3 “ログ”メニューの”ダウンロード”ボタンをクリ

ックします。 

※ “削除する”ボタンをクリックしますと、古

いログは消去されてしまいますのでご注

意ください。 
 

4 ログの取得が完了すると、gz イメージで使用

している PC にダウンロードされます。 

※ “ファイルを保存する”の○印をクリック

し、”OK”ボタンをクリックします。 

デフォルトの設定では、各ユーザーのダ

ウンロードフォルダーにログ情報が保存

されます。 
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9-2.ログビューアについて 

※ この機能を使用して、指定した特定のログ ファイルを取得できます。 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ハードウェア”を選択します。 

 

2 ログ ファイルを表示するには、ファイル名を

クリックするだけです。使用している Web ブ

ラウザーによっては、指定したログ ファイル

を表示するためのプログラムを選択するよう

に指示される場合があります。 

フォルダを変更するには、フォルダ名をクリッ

クします。  

3 弊社検証環境では、右の様にファイルを保

存するか、プログラムで開くかの選択をしま

す。 

ここでは、”プログラムで開く”の○印をクリッ

クし、エディタを起動させ選択したファイルを

開きます。 

 

4 選択したファイルをエディタで開いた例を以下に示します。 
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9-3.ミラーユニットのメンテナンスについて 

CloudyⅣ及び CloudyIII iX V4 モデルの 2U/Plus/4U モデルでは以下の様に OS が格納されているディ

スクドライブ(/dev/sda)が、SSD1(Drive0)と SSD2(Drive1)でミラー同期されており、どちらかの SSD が故

障しても停止しない設計となっています。 

※CloudyⅤでは、2.5”Slot ではなく、PCI スロットにミラーカードが搭載されます。詳細は製品マニュアル

をご参照ください。 

 

 

 

上記は、4U モデル 

デバイス名：/dev/sda 

上記の SSD(Drive0 もしくは Drive1)のいずれかが故障を起こした場合、故障の通知はメールにて実施さ

れます。 

 

1) OS 領域の SSD に障害が発生した場合 

“メール通知設定”を行っている場合、上記のどちらかの SSD(Drive0 もしくは Drive1)に障害が発生した

場合には、以下の様な警告メッセージが発信されます。 

nummd:[WARNING] /dev/sda : From Normal Mode > To Degraded Mode 

上記のメッセージからはどちらの SSD（Drive0 もしくは Drive1)が故障したかが不明です。コンソール画面

で以下の操作を行い故障した SSD の確認をお願いいたします。 

 

SmartNAS DT、Ness1000 シリーズ以外は、リモート KVM を使用してコンソール画面を確認することが可

能です。リモート KVM をご利用される場合には各製品のユーザーズマニュアルをご参照ください。 

 

 

 

Drive0：左 

Drive1：右 

ミラー同期 
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 操作 表示例 

1 コンソール画面にて、 

“Ctr”+”Alt”+”r”キーを同時に押下します。 

 

2 “RAID MANAGER”画面が表示されます。 

“1 Newtech RAID Controller”を、矢印キー

(↓もしくは↑)を使って、選択（選択されてい

る場合は、白文字となります。）し、”OK”を、

矢印キー（→もしくは←）で選択（選択されて

いる場合は、白抜きの文字で表示されま

す。）し、”Enter”キーを押下します。 
 

3 MirrorMonitorCLI> が表示されます。 

 

4 コマンドプロンプトが表示された画面で、 

“nu_mconf –t /dev/sda –b OFF“  を入力するとブザーを止めることができます 

 

5 コマンドプロンプトが表示された画面で、 

“nu_disp –t /dev/sda –-show-info-st [Enter] ”を入力します。 

 

6 正常な場合は以下の様に、“Normal Mode”と表示されます。 
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7 ミラーユニット中の SSD に障害が発生し、ミラー構成から外れた場合は以下の様に”Degraded 

Mode”に表示が変更されます。 

 

※ 上記の場合、SSD2(Drive1)側の SSD に障害が発生してミラーユニットから外れたことが分か

ります。 

8 障害が発生した SSD を確認しました

ら。”exit”を入力して“RAID MANAGER”画面

に戻ります。 

 

9 “RAID MANAGER”画面で”Esc”キーを押下

するか、”Exit”を、矢印キー（→もしくは←）

で選択（選択されている場合は、白抜きの文

字で表示されます。）し、”Enter”キーを押下

し、MainManu に移動します。 
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2) 障害が発生した SSD を交換します。 

3) 交換後、自動的にミラー同期（リビルド）が以下のインフォメーション・メッセージと共に開始されます。 

nummd:[INFORMATION] /dev/sda : From Degraded Mode > To Rebuild Mode [ハードディスクドライブ

(ハードディスクドライブ(HDD)) 2 is rebuilding] 

※ ミラーユニットのリビルドは新しい SSD を交換後、すぐに開始されます。ただし、リビルドの進捗状況

についてメール通知はされません。進捗状況を確認する場合は、以下の方法で確認してください。 

 操作 表示例 

1 コンソール画面にて、 

“Ctr”+”Alt”+”r”キーを同時に押下します。 

 

2 “RAID MANAGER”画面が表示されます。 

“1 Newtech RAID Controller”を、矢印キー

(↓もしくは↑)を使って、選択（選択されてい

る場合は、白文字となります。）し、”OK”を、

矢印キー（→もしくは←）で選択（選択されて

いる場合は、白抜きの文字で表示されま

す。）し、”Enter”キーを押下します。 
 

3 MirrorMonitorCLI> プロンプトが表示されま

す。 

 
 

4 コマンドプロンプトが表示された画面で、 

“nu_disp –t /dev/sda -–show-info-ex [Enter] ”を入力します。 

 

5 リビルドが開始されると、”Gen Status”が “Rebuild Mode”に変わり、”Rebuild Percentage”に現

在リビルド進捗率が表示されます。 

また、リビルド中のドライブの RTF が、”Rebuild Target”に変わります。 

以下では、”Drive1 RTF”が、”Rebuild Target”に変わっています。 
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6 リビルドが完了すると、以下のように”Gen Status”が”Normal Mode”に、”Rebuild Percentage”

は”0.0”に戻ります。 

また、リビルド中だったドライブの RTF が“Not Rebuild Target”に戻ります。 

以下では、”Drive1 RTF”が、”Not Rebuild Target”に戻りました。 

 

7 リビルド完了を確認したら、”exit”を入力して

“RAID MANAGER”画面に戻ります。 
 

8 “RAID MANAGER”画面で”Esc”キーを押下

するか、”Exit”を、矢印キー（→もしくは←）

で選択（選択されている場合は、白抜きの文

字で表示されます。）し、”Enter”キーを押下

し、MainManu に移動します。 
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4) リビルドが完了すると、以下のメッセージが発信されます。 

nummd:[SUCCESS] /dev/sda : From Rebuild Mode [ハードディスクドライブ(ハードディスクドライブ

(HDD)) 2 rebuilding] > To Normal Mode 

 

 

以上で iX の OS 領域に対するメンテナンスは完了です。 
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